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障がいを持つ子とその家族の心の機微をユーモラス
に描いた作品「大きな子どもと小さな大人」（36号
線）が「札幌演劇シーズン2024- 冬」で再演され、
大きな評判を呼んだ。作・演出・主演を務めた柴田
さんは、俳優・アーティストでありながら、介護福
祉士、作業療法士の資格を持つ。2000年、大学在
学中に劇団に所属し、身体表現や戯曲制作を学び、
絵画、陶芸、ライブ、演出など多岐にわたる創作活
動をスタート。2008年に劇団は退団し、福祉の仕
事に就いた。現在は石山の森の中にAtelier「柴田山」
を構え、年齢や障がいの有無を問わない「個別創作
支援」や、個別のニーズに合わせた演劇指導なども
行い、福祉と演劇を兼業し行っている。
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石山の真龍寺で毎年お寺コンサートが開かれている。ピ
アノを演奏するのは2018年に真龍寺に嫁いだピアニス
トの飯田（旧姓南澤）さん。長野県千曲市生まれ、5歳
でピアノを始め、長野県立小諸高校音楽科、国立音楽大
学ピアノ専攻を卒業。伴奏の技術を磨くため、同大学上
級アドヴァンストコースを修了した。東日本大震災後、
被災地に音楽を届ける活動や文化庁業で子ども達に音楽
の楽しさを伝えてきた。声楽家や器楽奏者と共に一つの
音楽を創り上げる伴奏に魅力を感じ、活動を広げる。｢心
あたたまる音楽｣をモットーに札幌市内で定期的にコン
サートを開催している。
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演劇×福祉 演劇×福祉 
独自の表現で社会を照らす独自の表現で社会を照らす
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撮影：島田拓身

石山のアーティストたち石山のアーティストたち
アートのまち
石山で活躍する
アートのまち
石山で活躍する 芸術家たちを紹介します芸術家たちを紹介します
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石山 1条 8丁目 1－41 Studio π石山 1条 8丁目 1－41 Studio π

東京でガラスを学び、山梨で Studioπを設立し
2006年石山に工房を移設。工房ギャラリーには、
札幌スタイルにも認証されたリキッドキャンドル
をはじめ、グラスや器、花器、ランプシェード等
が所狭しと並んでいる。鹿の角の粉を挟み込んだ、
気泡が美しい作品や雪の中に何本ものつららを立
て、熱いガラスを流し込み作るシリーズ等、北海
道ならではの作品もある。工房では、作品も購入
することができ、体験も行われている。訪れる際
には、連絡を。
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釧路に生まれ、2006年から石山在住。アイヌの
様々なカムイ（神）をテーマにした版画や木彫り
を手がけ、音楽活動も行う。約30名が参加し、
音楽活動やものづくりを行う「アイヌアートプロ
ジェクト」の代表。東京で約 10年間サラリーマ
ン生活を経験した後、北海道に戻る。ネイティブ
アメリカンの本に出会い感銘を受けた。父はアイ
ヌ民族の活動家だった結城庄司さん。結城さんの
作品にはクマが頻繁に登場する。クマが発する《オ
レはここにいる》というオーラ、そしてその美し
さに魅せられる。「クマに対する憧れがある」とい
う。アイヌの神話を題材にした詩が添えられるの
も、作品の特徴だ。
2024年には北海道立近代美術館で開かれた
「AINU ART モレウのうた」に出品。
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北海道産の羊毛を洗浄、染色してオリジナルの羊
毛作品を制作販売している。中でも、リアルアニ
マルの作品は、オーダーも可能で人気を集めてい
る。ペット等の写真からのオーダーも受けていて、
大きな作品にも対応している。針金等の芯は使わ
ず、羊毛のあたたかさが残るように作ることが、
こだわりだそう。作品は石山のケーキ屋さんエリ
ソン、ぽすとかん、デパート催事等で販売してい
る。カルチャーセンターでの羊毛講習や個人レッ
スンも受け付けている。羊毛フェルト商品を製作
する「こころもこ」代表。
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フェルトの特徴を活かした
          動物の個性豊かな表情
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浅井さんのアトリエ「AZプロジェクト」は、石山
の森の中にある。1階は工房、作品は2階に展示
されている。北海道の動物を鉄で表現した作品は、
躍動感にあふれている。豊かな曲線が温かさすら
感じさせる人物のモチーフ作品は、鉄の硬く冷た
いイメージを払拭させる。同じ敷地内の「森の工房・
くるくるくるみ」では、畑体験、ヨガや、紙芝居、
音楽イベントなどを行うこともある。facebook
(※「森の工房」で検索）などで最新情報を提供し
ている。
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石山で活躍する
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石山で活躍する 芸術家たちを紹介します芸術家たちを紹介します
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